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二
〇
二
〇
年
度
に
自
殺
し
た
児
童
・
生
徒
は
初
め
て
四
百
人
以
上
、
小
中
学
生
の
不
登
校
は
十
九
万
人
以
上
、
児
童
相
談
所

へ
の
相
談
件
数
は
二
十
万
件
以
上
と
、
い
ず
れ
も
過
去
最
多
と
な
り
、
子
ど
も
を
取
り
ま
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。 

 

立
憲
民
主
党
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
最
優
先
に
擁
護
し
、
客
観
的
な
第
三
者
と
し
て
調
査
権
限
と
提
言
機
能
を
備
え
た
、
子

ど
も
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
独
立
機
関
で
あ
る
子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
設
置
を
提
案
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
設
置
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

こ
ど
も
基
本
法
案
（
第
二
百
八
回
国
会
、
衆
法
第
二
五
号
）
は
、
附
則
に
お
い
て
、
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
子
ど
も

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
を
含
む
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
附
帯
決
議
に
お
い
て
は
、

「
必
要
に
応
じ
、
本
法
の
施
行
後
五
年
を
待
つ
こ
と
な
く
、
速
や
か
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
法
制
上
の
措

置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
」
と
さ
れ
、
こ
ど
も
政
策
担
当
大
臣
か
ら
は
「
そ
の
趣
旨
を
十
分
尊
重
し
て
い

く
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
施
行
後
五
年
以
内
に
子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
設
置
を
検
討
す
る
と
い
う
趣
旨
な
の

か
。
政
府
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


